
様式 提案内容

令和3年度　年間事業計画・実績書（5年間継続して実施する事項）

施設名または
グループ名

大船フラワーセンター

No.

計画 実施及び分析

事業計画（提案内容）
H30 R1 R2 R3 R4

自己
評価

備考
（次年度に向けて）

H30 R1R2 R3 R4 実施内容

様式２－①

60 9-（4）

1)「ともに生きる社会かながわ憲
章」を踏まえた団体の考え方
2)具体的な取組　～施設設備等、
ハード面での合理的配慮の提供～
3)具体的な取組　～サービス提供
等、ソフト面での合理的配慮の提供
～

2)
①バリアフリー対応工事完了の積極的なPR （実施継続）
②更なる環境整備の実施（実施継続）
③バリアフリーマップの作成（実施継続）
④情報アクセシビリティ向上への配慮（実施継続）
⑤HPやチラシ等発行物における難しい漢字の多用や、読み上げソフト対応を念頭に置いた配慮の実施（実
施継続）
3)
①柔軟かつ適切な合理的配慮の提供（実施継続）
②接遇研修における障害者差別解消法等への理解の促進（実施継続）
③筆談、読み上げ対応、手話等による意思表示やコミュニケーションを支援するための人的支援の提供
（未実行）
④NPO葛西臨海探検隊や補助犬協会と連携した、障害のある方に配慮したイベントプログラムの開発・提
供（未実行・準備計画中）

● ● ● ● ●
2）①～⑤　提案通り実施
3）①・②　提案通り実施　　③・④未実行、実施検討中

● ● ● ● A 継続実施

61 10-（2）

1)個人情報保護の考え方
2)個人情報の収集、管理方法、管理
体制
3)情報漏洩時の対応
4)情報公開請求に対する対応

2)
①利用目的と範囲を明確に定め,必要最低限の情報のみ収集（実施継続）
②思想、宗教、人種、民族、本籍地などの機微情報は一切収集しない（実施継続）
③法令規定や本人同意のある場合以外、第三者へ一切情報を提供しない（実施継続）
④情報取扱責任者による取扱管理を実施（実施継続）
・管理責任者を情報取扱責任者に選任
・情報の取扱者を業務上必要の認められる特定のスタッフのみに限定
⑤個人情報統括管理表を作成（実施継続）
・統括管理表には、取り扱っている情報の種類、情報取得、管理票、保管場所、保管方法、保管期間を記
載
⑥専門会社によるＰＣセキュリティ体制の確立、漏洩防止策を実施（実施継続）
・起動時のバスワード設定や利用者ＩＤの設定、アクセス権の設定、ウイルス対策ソフトの導入、アクセ
ス記録の保持、ファイヤーウォールの構築等
⑦個人情報の記載された書類は鍵のかかる棚もしくは書庫にて保管（実施継続）
⑧情報を破棄する際、情報の流出に十分留意する（実施継続）

⑨複数を対象に送信する場合はＢＣＣでの送信を徹底（実施継続）
⑩個人情報保護研修を毎年実施（実施継続）
⑪雇用スタッフ及び協力会社契約時個人情報取扱特記事項の提出を義務化（実施継続）
⑫代表団体日比谷アメニス本社組織が年に一度内部監査を実施（実施継続）
⑬代表団体日比谷アメニスが個人情報漏洩損害保険に加入（実施継続）
⑭プライバシーポリシーを施設ＨＰ及び管理事務所受付に明示（実施継続）

3)
①情報取扱責任者が直ちに県担当課、代表団体日比谷アメニス本社に報告（実施継続）
②被害状況（漏洩内容、範囲）を把握（実施継続）
③対象者に情報漏洩の内容を連絡し謝罪と状況説明、保険の適用等対応（実施継続）
④漏洩した情報を回収し、二次被害を防止（実施継続）
⑤発生原因を調査し経過を県担当課、共同事業体各社に随時共有（実施継続）
⑥個人情報取扱に関する精査、改善策の構築、管理体制へフィードバック（実施継続）

● ● ● ● ●
2) ①～⑭　提案通り実施（⑩個人情報等研修は2月度実施）
3）①～⑥　個人情報に関して漏洩等は無く、継続して体制を整えておく

● ● ● ● A 継続実施



令和3年度　年間事業計画・実績書（年度ごとに実施を確認する事項）

事業計画（提案内容） 項目 平成30年度 令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

年間目標

・適切な業務引継ぎ、職員配置による施設の安定した管理運営体
制、手法の確立
・マニュアル作成等、植栽管理を含む各業務の平準化
・各愛好者団体(展示関連)、近隣地域を中心とする関係団体との関
係構築

・植栽管理を含む各業務の平準化及び改善
・講座、展示等従来サービス提供安定化
・愛好者団体展示のレベル向上
・自主事業サービス提供の安定化

・広報宣伝手法の平準化
・利用者数向上につながる利用促進サービスの提供
・植物園協会を通じた国内外類似施設との連携強化

・利用者数向上につながる利用促進サービスの提供
・地域団体との連携事業推進
・次期指定管理に向けた課題点抽出及び改善

計画

ｂ個別種の従来の管理方法の聞き取り。管理スケジュール作り。
ｃ有植物のラベルの確認・ラベル落ちなどの対応　新ラベルシステ
ム導入に向けて保有植物のリスト整理。
ｄ.品種保存候補植物の洗い出し。
e.要診断樹木の洗い出し

ｂ個別種の従来の管理スケジュールに沿って管理を行う。改善点
は、変更･修正を掛け管理を行う。
c.ラベルシステム導入のため札落ちの無いように仮ラベル整備を継
続して進める。
ｄ.当社グループの植物園にて品種保存のための分散栽培を行う。
e.要診断樹木候補の樹木医による下調査。

b.個別種ごとの管理スケジュールによる管理を継続しつつ、スケ
ジュールの細部修正も行う。
C.ラベルシステム導入を順次を進める。
ｄ.玉縄桜などの園ゆかりの桜など日本桜の会や当社協力会社の茨木
農場で苗木の増殖を行い来園希望者の分譲できる体制にする。
e.樹木診断に基づいた樹木の育成･健全化、および危険木等の伐採な
どをすすめる。

b.個別種ごとの管理スケジュールによる管理を継続しつつ、スケ
ジュールの細部修正を引き続き行う。無加温展示室の園コレクショ
ン展示会開催を行う。
C.引き続きラベルシステム導入も順次進める。
e.樹木医による定期的な樹木診断により、保有植物の枯れ死等を事
前に防ぐとともに、良好な成育処置を施す。

実施内容

b.個別種の管理方法を県より聞き取り管理に反映。
c.新ラベルシステムに向け、梅園、ツバキ園、オーストラリア園の
品種チェックと仮ラベルの取り付けを実施。
d.植物園協会種苗交換等で譲渡、分譲、情報交換を実施。
e.危険樹木の枝払い、伐採を実施。

ｂ個別種の管理については従来の管理スケジュールに沿い展示など
のを考慮し調整を図った。
c.ツツジ類の品種チェックと仮ラベルの整備、静岡の寺院より花バ
スの株200種以上を譲渡いただき株の植え付け管理を含め品種の整理
を行った。
ｄ.植物園狭隘と協力し種苗交換を行い、品種の充実と保存をおこ
なった
e.大型台風の上陸などあり、事前にかかり枝、折れ枝などの調査を
実施し来園者の安全対策をおこなった。

b.昨年度静岡の寺院より譲り受けたハスと当園の栽培品種と合わせ
240種に近いものを展示し7月8月と開花を迎え来園者に喜んでいただ
けた。2月にわはすべての株をを植え替え、すべての品種を玉縄桜広
場に集め来年度の開花を待っている。
c.ツバキ園の品種札の劣化が始まり、すべてのラベルの交換350枚の
品種札の付け替えをおこなった。Ｄ.玉縄桜の原木より接ぎ穂を取り
50本の苗木を作り1ｍ程度の苗に成長し一部園内に植えつけた。
b.バラ園の品種の写真をすべて撮影し特徴をつけた一覧できる写真
付きリストの作成をおこなった。

b.玉川大学田淵教授立会いの下、菖蒲園の現状を確認いただき、花
菖蒲を健全に育成し、保全していくための指導・協力を頂く。ま
た、5か年計画で品種同定を行っていく。

自己評価 S S S A

備考
(次年度に向けて)

引継ぎ資料と現状に乖離が多々あったため、洗い出しに時間を要し
た。継続してリスト整理に取り組む。

引き続き品種の充実、魅力ある植物の充実を図る 引き続き品種の充実、魅力ある植物の充実を図る
品種保全の危険分散と品種の拡充
花菖蒲育成・保全の計画・実施の報告

計画

1）エリア毎の改善案、今年度梅林見せ方、花のｸﾞﾗﾝﾄﾞｶﾊﾞｰの追加、
鑑賞路の再検討、スイレン池の新品種導入と水生植物の展示。
3）ファンクショナルトリム設定シートにデータを記入開始
4）無加温温室内植物の耐寒性の確認とバックヤードの植物の展示温
室への導入　　　　　　　　　　　5）バックヤードの植物の積極的
展示。
7）装飾花壇。立体的な見せ方により有効に花を見せる。

1）エリア毎の改善案を継続して進める。
3）ファンクショナルトリム設定シートに基づく樹木管理を進める。
4）無加温温室植栽管理技術の向上。無加温温室に多肉植物の植栽と
アガベ、アロエ、ハオルシアなどの人気種を植栽展示を行う。熱帯
スイレンをベースに日本の水性植物、人気のメダカの展示を合わせ
て、子供でも楽しめる展示利用を行う。
5）バックヤード植物プライオリティーをつけて管理基準のもと栽培
増殖を実施。状態の良いものは、一般展示をすすめる。
10）生物多様性の推進として管理に影響のない範囲で林内への発生
枝葉の堆積、落葉の100％堆肥化。在来水草の展示会開催。

1)エリアごとの改善案を実施状況に合わせて修正しながら継続推
進。
2) 観賞植物（ハナショウブ・シャクヤク・ツバキ・シャクナゲ）は
園内の見ごろの時期にはエントランスなど雛段飾りの展示を行い見
本園への誘導を行う。
3）ファンクショナルトリムシートに基づく樹木管理を継続。
5）バックヤード植物の専用展示エリアをを無加温室に作成しバック
ヤード植物の有効的な見せ方を確立する。バラ園入り口のデザイン
の見直し及び改修　　　　　　　　　　　　７）装飾花壇･新品種や
希少品種等の見本展示（パンジー・ビオラ・クリスマスローズ等）

1)エリアごとの改善案・植栽案によるフラワーリレーの実現
2）鎌倉桜の積極的な植栽による「桜の園」の充実と玉縄桜を広める
活動により名所としての知名度と地位をあげていく
3）ボタン園・シャクナゲ園・バラ園・ウメ園など低木や生垣で囲わ
れているものを剪定し開放感のある場所に変えていく。
6）大船フラワーセンターの「魅せる」フラワーリレーの企画立案・
監修を担う人材として「フラワープロデューサー」を配置

実施内容

1)身障者対応としての梅園入り口設置、及び案内マップの改善。さ
らに、来園者のニーズに対応し、レストハウス前のハーブ園を新規
計画・設置。グリーンハウス内の新たなスイレンの品種導入と、パ
ラグアイオニバスの導入展示・イベント。
3)引き継ぎ資料と現状の乖離が多々あったため、現状把握を行いな
がらシートのフォーマット作成及び記入開始。
4)無加温室における熱帯植物の越冬に備え、敷き藁、ビニール等で
保温し部分加温を実施。一方、寒さに充てることで開花しにくい植
物が開花する事例も確認。
5)バックヤードの整理・充実を図り、植物の状態の良いものから一
般展示を開始。
7)既設の立体花壇に加え、エントランスに可動の立体花壇を新設。
10）在来水草の園内の展示に向けて種類を増やし増殖している。来
年度以降、水草展示会実施に向けて準備を進めている。

1）スイレン池パーゴラ下には車いすに乗ったまま植物に触ることが
できるハンズオンテーブルガーデンを設置し体験利用を促進した。
2）人気の高い花バスを新たに200種を譲り受け、玉縄桜広場に400鉢
配置し観賞植物の充実を図った。
3）台風による倒木、枝折れ等の枝葉が非常に多く発生し園内での
チップ化を進め緑地の雑草止めや園路の敷き込みに積極利用をおこ
なった。
4）グリーンハウスの無加温対策として敷き藁やビニールシート内張
り、コモによる幹巻等の対策を行い、カエンボクの開花、令和2年3
月にはヒスイカズラの多くの蕾を確認する事が出来た。
10）グリーンハウステラスに水生植物の常設展示を作り花バスのス
トックヤードとのつながりを持たせ、新たな見せ場となった。また
メダカと水生植物の生育環境を作り展示を行い子供たちの興味を引
き出す場ともなった。

4）グリーンハウスの無加温対策として敷き藁やビニールシート内張
り、コモによる幹巻等の対策を行い、カエンボクの開花、令和3年4
月にはヒスイカズラの蕾を確認する事が出来た。
5）バックヤードにて栽培している食虫植物を利用して生態ジオラマ
をクリーンハウス内に常設しネペンテスやサレセニア、モウセンゴ
ケなどの食虫植物の生態を観察するコーナーを作った。

1）新たな荷所のエリア作りとして、鎌倉アジサイ同好会と協働し、
旧シャクヤク園の奥にヤマアジサイの小道（仮称）を計画し7月に２
００品種２５０本のタマアジサイの植え付けをおこなった。散策し
ながら日本全土の花が見ることのできる場所作りを行った。
2)築山の桜の枝ばれや樹勢の衰えも見受けられ、桜の苗木4本を新た
に補植を行った。
6）芝生花壇、カナール花壇には苗の植え付けと種の播種を織り交
ぜ、花の丈の変化を付け写真映えや、摘み取り体験もできる花壇計
画を行った。

自己評価 S S S A

備考
(次年度に向けて)

ファンクショナルトリム設定シートの記入継続。
無加温室における植物の栽培育成技術の試行。

無加温室における植物育成技術の継続 無加温室における植物育成技術の継続 無加温室における植物育成技術の継続

計画 ・年間20万人 ・年間21万人 ・年間23万人 ・年間24万人

実績値
238,778人
詳細：様式5

168,727人（前年度－70,051人）　　　　　　　詳細：様式5
140,190人（前年度－28,537人）　　　　　　　詳細：様式
5

191,641人（前年度＋51,451人）

自己評価 S A A A

備考
(次年度に向けて)

初年度はリニューアルオープンによる集客が多くあった。今後継続
して集客できるよう、新たな魅力を発信していく。

コロナ禍の影響もあり、2年目の今年度は前年度リニュアルオープン
の集客数には届かず。魅力ある植物園とイベントの充実を図るとと
もにSNS活用による情報発信の頻度を高めて集客数拡大を目指してい
く。

4月・5月度の休園や緊急事態宣言・まん延防止等重点措置でのイベ
ント・展示会の中止などにより来園者数を伸ばすことができなかっ
た。園内装飾や魅力あるイベント・展示会の開催、広報活動の強化
により、集客の拡大を目指していく。

コロナの終息が見えず、感染拡大防止対策を行い、イベント等は人
数制限を行い開催するなど、目標入園者数には届かなかった。より
魅力あるイベント・展示会により集客拡大を図っていく。

計画 ・地域ニーズ把握 ・事業スキーム検討 ・プレイベント実施 ・事業化

実施内容 近隣・小中学校へ事業についての説明開始 近隣・小中学校へ事業についての説明開始 近隣・小中学校へ事業についての説明 近隣・小中学校へ事業についての説明

自己評価 A A A A

備考
(次年度に向けて)

引き続き地域のニーズ把握に努め、事業スキームを検討。
多くの小中学校生徒に植物の魅力を知ってもらい、事業スキーム構
築を進めていく。

引き続き地域のニーズ把握に努め、事業スキームを検討。 引き続き地域のニーズ把握に努め、事業スキームを検討。

計画 ・鎌倉市観光協会との協力体制構築
・ツアーガイド(冊子)製作
・観光協会との協力体制継続

・ツアーガイド(冊子)発行、運用 ・ツアーガイド(冊子)発行、運用

実施内容
観光協会と協力し、当園の駐車場を利用した市内観光ツアーを検
討。

引き続き観光協会とのツアーを検討 引き続き観光協会とのツアーを提案 引き続き観光協会とのツアーを提案

自己評価 A A A A

備考
(次年度に向けて)

協力体制を継続 協力体制を継続 協力体制を継続 協力体制を継続

計画
・展示関連の専任スタッフの配置。
・専任スタッフによる各愛好者団体との定期的話し合い・打ち合わ
せの実施。

・新規愛好家団体の展示サポート
・愛好者団体展示のレベル向上

・花き愛好者団体の活動内容、展示会情報をSNS、HPなど多彩な広報
ツールを活用し発信。
・花き愛好家団体の新規会員募集のサポート。

・花き愛好者団体の活動内容、展示会情報をSNS、HPなど多彩な広報
ツールを活用し発信。
・花き愛好家団体の新規会員募集のサポート。

実施内容
・専任スタッフの配置。
・専任スタッフによる、話し合い、打ち合わせを実施。

好評の「バラ展示会」「サクラソウ展」「えびね展」の継続と新規
団体の展示を実施

好評の「バラ展示会」「サクラソウ展」「えびね展」の継続 好評の「バラ展示会」「サクラソウ展」「えびね展」の継続

自己評価 A A A A

備考
(次年度に向けて)

展示団体との細かな打ち合わせ等を行い、より活動の充実を図る。
展示会情報の発信を多くして、来園者UPを目指すことと、新規団体
の拡大を進めていく。

好評の展示会の充実と新規展示会を進めていく 好評の展示会の充実と新規展示会を進めていく

計画

・地域連携担当職員を配置
・日本植物園協会、県博物館協会、鎌倉市観光協会、町内会、神奈
川県商工会議所連合会へ入会
・地域企業、団体との関係構築

・地域連携の継続と強化
・地域企業、団体のニーズ把握
・連携事業試行

・連携事業実施 ・連携事業実施

実施内容

・園長、副園長を中心に地域連携を担当。
・園長、日本植物園協会常務理事就任、県博物館協会理事就任。鎌
倉市観光協会入会済。地元自治会等については、地元開催のイベン
トへの参加、イベントチラシ各戸配布、連合会会合への参加等、き
め細かく対応。

・同左
・1月25日開催の鎌倉市制80周年　建築家隈研吾氏シンポジウムン会
場に大船フラワーセンターの名称でテーブル装花を提供。

・当園ホームページに湘南モノレール、アボック社との相互リンク
を設置。
・湘南モノレールの定期券・一日乗り放題券をお持ちの方に対し
て、カフェにてドリンクのサービスを提供。

・当園ホームページに湘南モノレール、アボック社との相互リンク
を設置。
・湘南モノレールの定期券・一日乗り放題券をお持ちの方に対し
て、カフェにてドリンクのサービスを提供。
・ルミネ大船店と連携し、お花のプレゼントを実施。
・「鎌倉はまなみ」と連携し、クッキーを販売。
・JR大船駅芸術祭に協力し、写真・ポスター等飾り付け。
・JR東日本のポスターの掲載。

自己評価 A A A A

備考
(次年度に向けて)

より地域連携を深め、事業に取り組む。 より地域連携を深め、事業に取り組む。 ・地域企業との継続と強化をしていく。 ・地域企業との継続と強化をしていく。

計画
・地域教育機関との関係構築
・日本ガーデンデザイン専門学校との連携事業内容検討、試行

・団体利用者向け体験学習プログラムの企画、サービス提供
・職場体験･インターンシップ等の受入れ継続･推進

・幼稚園、保育園向け教育プログラムの企画、サービス提供
・日本ガーデンデザイン専門学校との連携拡大
・職場体験･インターンシップ等の受入れ継続･推進

・団体利用の手引き企画、作成、運用開始

実施内容
・鎌倉養護学校の児童、生徒の職場体験実施。
・日本ガーデンデザイン専門学校の学生の職場体験実施。
・各大学の学芸員実習、インターンシップを受け入れ。

・鎌倉養護学校の児童、生徒の職場体験実施。
・各大学の学芸員実習、インターンシップを受け入れ。

・鎌倉養護学校の児童、生徒の職場体験実施。
・各大学の学芸員実習、インターンシップを受け入れ。

・鎌倉養護学校の児童、生徒の職場体験実施。
・各大学の学芸員実習、インターンシップを受け入れ。
・社会福祉事業への協力。（鎌倉養護学校生徒が作成した花のプラ
ンターを木下サーカス会場へ設置）

自己評価 S S S S

備考
(次年度に向けて)

引き続き事業の充実を図る。 引き続き事業の充実を図る。 引き続き事業の充実を図る。 引き続き事業の充実を図る。

計画 ・ボランティア参加ニーズの把握

・プレボランティア活動の実施
　(1Dayボランティア募集、実施)
・ボランティア分科会の活動内容検討
　(植物管理、ガイド等)

・ボランティア育成講座の実施
・ボランティア組織の立ち上げ
・鎌倉市のボランティアグループ「緑のレンジャー」の活用を実施 ・ボランティア組織立ち上げ

・各種活動支援

実施内容
大船フラワーセンターサポーター制度をつくり試行活動を開始、次
年度から本格活動開始。登録者23名。

〇サポーター活動開始　登録者：25名
　活動回数：18回、延べ参加人数：176人
　除草、花がら摘み、花植え、ウメ園調査等
〇NPO法人鎌倉みどりのレンジャー
　活動回数：33回、延べ参加者数：158人
　除草、シャクナゲ花がら摘み等、剪定等

〇サポーター活動　登録者：25名
　活動回数：5回、延べ参加人数：57人
　除草、花がら摘み、花植え等
　※コロナ感染予防のため18回活動休止
〇NPO法人鎌倉みどりのレンジャー
　活動回数：28回、延べ参加人数：138人
　除草、花がら摘み、樹名板付替え等
　※会として感染予防対策をした上で活動
〇講習会等　「鎌倉のサクラ」講習会　3月27日開催
　講師：進化生物学研究所理事長　湯浅浩史　氏
※その他、活動時に必要に応じて職員から講習

〇サポーター活動　登録者：27名
　活動回数：28回、延べ参加人数：212人
　除草、花がら摘み、花植え等
　※感染対策をした上で活動
　※活動回数の内、定期活動以外の応援活動8回を含む。
〇NPO法人鎌倉みどりのレンジャー
　活動回数：38回、延べ参加人数：212人
　除草、花がら摘み、剪定等
　※会として感染予防対策をした上で活動
〇講習会等　バラ講習会　1月21日開催
　講師：山本健生　氏(バラ専門家)
※その他、活動時に必要に応じて職員から講習

自己評価 S S S S

備考
(次年度に向けて)

引き続き事業の充実を図る。
新型コロナウィルス感染対応のため、当面活動休止の予定。また、
夏の期間は熱中症対策のため活動休止としている。
参加者の安全を第一に事業の充実を図る。

参加者の安全を第一に事業の充実を図る。 参加者の安全を第一に事業の充実を図る。

施設名または
グループ名

大船フラワーセンター

3）保有植物の種類数の維持
充実による魅力アップの方
針、考え方

ｂ.個別種の管理方法、スケジュール
c.園内の新ラベルシステム導入、植物分
類方法
ｄ.品種保存の危険分散
e.樹木医による定期的案樹木診断

2）目標入園者数

1）エリア毎の改善案、植栽
案およびフラワーリレーの実
現
2）観賞植物の充実
3）花木・樹木の管理手法
4）無加温温室内植物の管理
と展示
5）バックヤードの活用方法
6）フラワープロデューサー
の配置
7）装飾花壇、新品種見本園
の管理
8）芝生広場の高水準なエ
バーグリーン
9）魅せる管理作業
10）生物多様性保全の推進

3）
①目標タイプの設定
②ファンクショナルトリム設定シートに
データを記入
4）
①植物の魅力を最大限に引き出す管理を
実施
②経験豊富な専門スタッフによる点検・
助言
③栽培温室の衛生管理の徹底

5）植物に導く
⑫観光ツアーの誘致　大船フラワーセン
ターツアーガイドの製作

5）植物に導く
⑦放課後の居場所づくり事業：サニース
クール

2）企業・団体との連携

①地域連携を担う職員として、副園長、
広報・協働マネージャーを配置
②日本植物園協会、県博物館協会、鎌倉
市観光協会への入会
③町内会、神奈川県商工会議所連合会へ
の入会
④愛好者団体や地域住民との協議会を実
施
⑤堅実かつ確実な業務引継ぎで、県の直
営時代に築いてきた地域との繋がりを継
続
⑥企業のＣＳＲ活動の誘致
⑦県や地域の事業に積極的に協力・参加
⑧花菜ガーデンとの連携
⑨鎌倉商工会議所との連携
⑩鎌倉市観光協会
⑪湘南モノレール
⑫ＪＡさがみ　玉縄支店
⑬アボック社
⑭日本植物園協会

2）花き愛好者団体の活動充
実についての具体的な取組み

①専任スタッフによる愛好者団体との定
期的な話し合い・打合せの実施
②花き愛好者団体の協議会を開催
　・連絡協議会
　・グループ協議会
③新規の花き愛好者団体による展示会や
イベントを実施
④花き愛好者団体の活動内容、展示会情
報を発信
⑤花き愛好者団体の新規会員募集をサ
ポート

4）ボランティアの育成

①ボランティア組織“フラワーサポー
ターズ”の立ち上げ
②分科会の設立
③ボランティア参加に繋がる講習会、イ
ベントを実施
④ボランティア体験会の実施
⑤サポーター交流会の実施
⑥活動に必要な物品の貸出し
⑦活動助成金の取得補助
⑧保険加入手続きのサポート
⑨教育機関の研修の積極的な受け入れ

3）近隣教育機関との連携

①団体利用の手引きの整備
②団体利用者向け体験学習プログラムの
整備
③幼稚園・保育園向けの教育プログラム
の提供
④近隣小学校での出張講座の実施、職場
体験等の受入れ
⑤日本ガーデンデザイン専門学校との連
携

様式２－②



種別 No. 事業名 概要 予定
時期

実施
時期

参加
人数

実施内容 備考欄 自己
評価

1 「フラワーセンター四季」写真展・春編
国際写真家が選定したフラワーセンター内で撮影さ
れた春の写真を中心とした展示会。

4月 4/10～4/18 -
感染拡大防止のため出品者は常駐せず、展示のみを行った。出入り口には消毒用アルコールを設置し、マス
ク着用の注意も案内した。

出品39点
出品者19名

A

2 春の盆栽展
春の芽吹きを感じることができる盆栽展。販売会も
併せて開催。

4月 4/13～4/18 -
日本盆栽協会横浜西支部の展示がコロナのため中止となり、当園のコレクションの丹治を行った。満開の富
士の盆栽に人気が集まっていた。

出品16点 A

3 フラワーセンター歴史パネル展
フラワーセンターができてから今に至るまでを写真
にて紹介するパネル展。

4月・5月 4/6～4/25 -
フラワーセンターの歴史を紹介する展示を行った。懐かしくご覧になるご高齢の方多かった。若年層は、ま
た工知らない昭和の時代を、写真を通して知っていただいた。

A

4 サクラソウ展（１） 当園で育てたサクラソウを紹介する展示会。 4月 4/20～4/25 -
主催：当園　場所：本館事務所前
当園にて栽培したサクラソウを展示した。

28点 A

5 サクラソウ展（２）
江戸時代から武士達の間で栽培されていたともされ
るサクラソウ。愛好家による展示会と販売会。

4月 - -
協力：湘南さくらそうの会
コロナ禍により、団体の意向で中止

-

6 おしば美術展　春編
自然の美しさをありのままの姿で表現できるおし
ば。春の花を中心に展示を実施。

4月・5月 4/27～5/9 -
協力：湘南おしば会　場所：第一展示場
過剰な加工はせず、自然なままを大切制作された作品が芽を引いていた。感染拡大防止対策として、団体の
常駐は無し。

48点
出品者17名

A

7 えびね展（１） 山の手えびね会による蘭の展示会。 4月 4/16～4/18 140
協力：山の手エビネ会　場所：本館2階
日ごろ馴染みの薄いエビネの花だけでなく、香利も楽しんでいただいた鑑賞していただいた。

出品数120
点

出品者５名
A

8 えびね展（２）
多彩な色や香りが魅力的なランであるえびねの展示
会。ミニ教室や販売会なども実施。

4月 4/20～4/29 300
協力：神奈川えびね会　場所：フラワーホール
例年、グリーンハウスで行っていた展示だが、今期はフラワーホールで開催した。強い日差しがを避けられるため、植物
の状態が安定していた。

出品数100
点

A

9 色鉛筆植物画展　春 色鉛筆を使って描いた植物画を展示する。 4月・5月 － －
協力団体「一絵会」4/29～5/6予定
体調不良により、延期申し入れをいただき、中止 －

10 ミツバチ展　春編 ミツバチと植物の関係を紹介する 5月 4/27～5/9 -
ミツバチが活動を始める時期に例年開催している。パネルによる開設と、養蜂に使用する器具を展示。巨大
なスズメバチの巣が来場者の目を引いていた。

A

11 四季の花・風景写真展 四季の花と風景を併せた写真展を開催。 5月 5/18～5/23 -
協力：茶苑呑カメラ同好会　場所：第一展示場
植物や風景をテーマにした作品展。当園で撮影の作品を多く展示。感染拡大防止のため、団体の常駐は無
し。

出品：32点
出品者9名

A

12 サボテン・多肉植物展
若い方から注目度が高いサボテン・多肉植物の展示
会を開催。販売会も併せて開催。

5月 5/11～5/16 2800
協力：サボテン多肉連合会　グリーンハウス
幅広い層から人気があり、来場者が多い。会話は極力避け、感染対策に注力し開催した。

出品：145点
出品者：13名

A

13 押花作品展
古くは植物標本として活用されていた押花。美しい
自然色のまま表現できる作品を多数展示。

5月 5/18～5/23 -
協力：神奈川県押し花倶楽部　場所：第一展示場
押し花を使用した絵画のような芸術作品は来場者の興味を引き付けていた。

出品20点
出品者5名

A

14 春のバラ展
美しさから多くの人に親しまれるバラ。愛好会によ
る展示会を実施。

5月 － - 湘南バラ会休会の為、中止。代替の展示（アフリカのバラ展）を開催した。
切花：
30品種 -

15 初夏の盆栽展 日本の伝統である盆栽の展示会の初夏編。 5月 5/18～5/23 -
当園主催　場所：本館事務所前
コロナ禍で団体（日本盆栽協会）の意向により、中止となったため、当園のコレクションの中から、アジサイを中心に展
示を行った。

20点 A

16 花の絵画展 障がい者団体による花を描いた絵画展。 5月 - - 今回の展示を予定したが、コロナ感染拡大の為、主催者の申し入れにより開催は中止とした。 －

17 日本の自生アジサイ展
日本に自生しているヤマアジサイを中心とした展示
会＆ミニ教室。

5月 5/25～5/30 1600
協力：鎌倉アジサイ同好会　場所：第一展示場
開催を松お客様から事前の問い合わせが多かった。又、メディアに取り上げられ、多くの方のご来場があっ
た。

出品：186品
種253点

出品者：27名
A

18 さつき盆栽展（１） さつきを対象とした盆栽展。 5月 － －
5/25～5/30計画
鎌倉さつき愛好会団体様からの申し入れで中止 －

19 さつき盆栽展（２） 愛好会によるさつき盆栽を対象とした展示会 5月 6/1～6/6 -
協力：日本皐月振興会鎌倉支部　場所：第一展示場
花が咲くのがとても速く見ごろの作品数が少ないとのことで、昨年よりも出品点数は少なかったが、じっくりとご覧にな
るお客様の姿が目立った。

出品：54点
出品者：7

名
A

20 ベゴニア展
人気のベゴニアの展示会。展示会に併せ販売会も実
施する。

5月・6月 6/1～6/6 1060
協力：日本ベゴニア協会湘南支部　場所：グリーンハウス
ベゴニア独特の葉の形や模様をメイン展示。来場者への説明も行われていた。

A

21 花とみどりの写真展 花とみどりを撮影した写真展。 6月 9/14～9/19 487
協力：神奈川自然の会　場所：第一展示場　感染防止対策を行い展示を実施。常駐者は少人数。筆記具もは使用後すぐ除
菌を行う。密にならずに見ていただく事ができるよう、両壁面を利用。

出品32点
出品者12名

A

22 初夏の洋ラン展
大きくて美しいものから不思議な形をしたものま
で、さまざまなランを紹介する展示会。

6月 6/22～6/27 830
協力：オーキッドクラブ・藤沢　場所：第一展示場
コロナ禍の状況から、例年行っていた来場者による投票は中止し、展示団体内でコンテストを事前に実施し、展示を行っ
た。

出品：100点
出品者：20名

A

23 四季の風写真展
デジタルカメラの愛好家による花やみどりをテーマ
とした写真展。

6月 6/22～6/27 -
協力：フォトサークル・四季の風 　場所：第一展示場
花・風景を題材に撮影した写真の展示。

出品：30点
出品者：5

名
A

24 ギボウシ展 人気のギボウシの展示会 6月 － -
コロナ感染拡大防止対策により、7月1日～ 7月4日の開催を延期。9/17～9/20に計画したが、主催者の判断
により開催は中止とした。

－

25 サボテンミニ展示 人気のサボテンの展示会 6月 － -
7月1日～7月4日　開催を延期。
今回の展示を予定したが、主催者の判断により開催は中止とした。

－

26 七夕飾り 来園者参加型の七夕飾り。 6月 7/1～7/７ -
エントランス、一階売店の一角に、伝統的な行事である七夕の装飾を展示。天の川をイメージしたボードを設置し、それ
ぞれに願い事を書いた短冊をつけられる装飾を行った。飾られた158 枚の短冊は、（株）日比谷花壇が毎年奉納している
仙台の大崎八幡宮へ奉納。

短冊合計
158枚

A

27 水生植物展 夏に涼しげな植物の展示会 7月・8月
7/１～8月

初旬
－

当園所有のハスの展示　場所：玉縄桜広場
約240種、300鉢のハスを展示。7月・8月合わせて15日の早朝開園を行った。

A

28 食虫植物展　パート１
珍しい生態の多肉植物とそのしくみを解説を織り交
ぜながら展示する。

7月・8月 7/14～7/31 -
当園主催　場所：グリーンハウス　定番の展示会となっている。毎年恒例であり、同じ展示にならないよう今年度は、自
然界での様子を見ていただけるよう、大きなパネルを掲示。お子様に人気のスタンプラリーもグリーンハウス内で展開。

A

29 食虫植物展　パート２ 愛好家が保持している貴重な食虫植物の展示会。 8月 8/3～8/8 -
協力：城南食虫植物の会　場所：本館2階　食虫植物教室終了後、興味深くご覧になっている方が多かっ
た。ハエトリソウ、モウセンゴケが特に根強い人気。

A

30 こども絵画展 こどもが描いた植物画の展示会。 7月・8月 7/27～7/31 -
当園主催　場所：第一展示場　当園での遠足の思い出を描いた絵画からは、楽しかった遠足や、お絵描きを
楽しむこどもたちの姿を感じ取ることができる作品展となった。

386 点(参加
幼稚園・保育
園６施設)

A

31 世界の植物と文化展 世界の植物と文化を紹介する展示会。 8月 9/7～9/20
Fﾎｰﾙ：1644
Fﾙｰﾑ：1473

「ひょうたん特集」出品・協力：一般財団法人進化生物学研究所理事長・所長 湯浅浩史 農学博士　後援：NPO 法人全日
本愛瓢会 出品：田名ひょうたん会 顧問 小菅 孝一

出品：
約150点

A

32 夜間開館記念展示　夏
夜間開館に併せ、ライトアップなどの特別展示を実
施。

7月 8/22・8/23 -
「夜の植物園」場所：グリーンハウス
開園時間を19:30まで延長し、グリーンハウスを開放。夜咲く花・夜香る花等を展示。ガイドツアーを行っ
た。

A

33 「フラワーセンター四季」写真展・秋編
国際写真家が選定したフラワーセンター内で撮影さ
れた秋の写真を中心とした展示会。

9月 9/1～9/12 -
協力：写壇大船　場所：第一展示場　急事態宣言下で主催者の常駐は無し。展示のみ。搬入開始前に、感染拡大防止につ
いてのミーティングを行っていた。会期中の常駐がない為、来場者へのメッセージと問合せ先、アンケート用紙を設置
し、後日連絡がとれるよう対策を行っての開催であった。

出品：36点
出品者18名

A

34 おしば美術展　秋編
自然の美しさをありのままの姿で表現できるおし
ば。秋の花を中心に作品を展示する。

9月・10月 9/21～10/3 -
協力：湘南おしば会　場所：第一展示場　加工を施さず、自然なままの押し花を使用した作品の展示。秋の季節感の感じ
られる作品展となっていた。スタッフの常駐は無。展示のみ。

出品：40点
出品者17名

A

35 秋の洋ラン展
愛好家が育てたランの展示会。販売会も併せて開
催。

9月
2022/11/2
～11/7

3499 グリーンハウス　例年9月に行っていたが、台風の影響を受けやすい9月から11月に時期を変更して行った。 A

36 植物アート展（１） 植物をモチーフとしたアート展示会。 9月 9/7～9/20
Fﾎｰﾙ：1644
Fﾙｰﾑ：1473

「ひょうたん特集」 出品協力：田名ひょうたん会 顧問 小菅 孝一
ヒョウタンを加工して作られた芸術品をお借りして展示。大小さまざまな作品に来場された方は驚いていた。

A

37 植物アート展（２） 植物画を中心としたアート展示会 9月 － － コロナ感染拡大の為中止。代替展示として、ハスの写真展を開催 -

38 四季の花・風景・写真展 四季の花と風景を併せた写真展を開催。 10月
10/5～
10/10

-
協力：茶苑呑カメラ同好会　場所：第一展示場　感染防止のため、常駐はせず展示のみ。　密にならずに見
ていただく事ができるようにスペースを十分とりゆったりと展示。

出品：30点
出品者：8

名
A

39 サボテン・多肉植物展
若い方から注目度が高いサボテン・多肉植物の展示
会を開催。販売会も併せて実施。

10月
10/12～
10/17

-
協力：サボテン・多肉植物連合会　場所：グリーンハウス　積極的な説明行わない。説明資料も展示。資料の前で立ち止
まって熱心に読まれる方も多く見うけられた。販売コーナーでは、ビニールシートの設置、金銭の授受はトレーを使用す
るなどの感染対策を行った。

出品：138
点

出品者：14
名

A

40 おもと展
縁起の良い植物として有名なおもとを集めた展示
会。

10月 － - 今回の展示を予定したが、コロナ感染拡大の為、主催者の申し入れにより開催は中止とした。 －

41 ミツバチ展　秋編 ミツバチと植物のかかわりを紹介する展示会 10月
10/5～
10/24

－
当園主催　場所：花木室　ミツバチに興味を持たれる方が多く
、養蜂に使用する道具を中心に解説パネルも合わせて展示を行った。スズメバチの巣はその大きさを驚く方が多かった。

A

42 菊花大会（切花）
第59回を迎える伝統ある日本の菊栽培の技術向上と
普及を図るために開催する切り花の展示会。

10月・11月
10/27～
11/23

－ 第58回神奈川県菊花大会を開催した。出品数は463点（特別展示30点を含む）
切り花出品

111点
A

43 菊花大会（盆栽）
第59回を迎える伝統ある日本の菊栽培の技術向上と
普及を図るために開催する盆栽の展示会。

10月・11月
10/27～
11/23

－ 第58回神奈川県菊花大会を開催した。出品数は463点（特別展示30点を含む）
鉢

333点
特別展示含む

A

44 ハロウィンディスプレー
ハロウィンに向けた仮装コーナーや50㎏にもなるお
ばけカボチャの展示を行う。

10月・11月
9/19～
10/31

－
ハロウィンを楽しんでいただくため、おばけカボチャを芝生広場に設置した。茨城県常陸大宮市で毎年 行われてる「お
ばけカボチャコンテスト」終了後、出品されたカボチャを輸送し、来園のお客様に楽しんでいただいている。

A
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